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告学事報

学位授与者氏名及び論文題目

修±（平成元年３月）

社会学修士（社会学専攻のもの）

第614号鈴木淑元青年期における対人関係の変

容

第６１５号河野恭子心理臨床家への道

第616号土屋満明「幹線道路沿線住民の心理学

的ストレス」－環境ストレス

論の見地から－

第６１７号富岡義勝オーストラリアにおける移民

の受容過程に関する－考察

第６１８号丹羽郁夫自閉症児を抱える母親の適応

プロセス_ストレス・コー

ピング・ソーシャルサポート

モデルから－

第619号熊倉敬子投影法における音刺激の有効

性について

第620号由井香織日本におけるＱＣの受容と変

容過程

第621号石川孝雄ミシェル・フーコーの空間論

第622号内田美子住環境変化が高齢者に及ぼす

影響一高齢者居住施設のリ

ロケーション・ケースをめぐ

って－

第623号岡田あおい《アナール》学派の家族史研

究一日常生活論の視点か

ら－

第624号尾川丈一エンカウンター・グループに

おけるステージ形成について

－ベイトソン理論による精級

化の試糸一

第625号小森秀樹近代日本における被差別部落

調査

第626号朱美珍戦後日本の経営活動とその実

態一社会学的視点から－

第627号鈴木裕之現代アフリカ都市におけるエ

スニヅク・ダイナミズム~

ザイール・キンシャサの事例

を中心として－

第628号高橋晋一台湾の王爺信仰~その象徴

論的考察一

第629号磁鶴山日本の新聞における韓国報道

－朝日新聞の内容分析一

第630号内田恭彦「職務不確実性」への組織心

理学的接近一職務不確実性

がモティペーショソおよび職

務満足に及ぼす効果の実証的

分析一

第631号三木都事例を通してふた理解される

ことの意味一共なる体験の

現象学一

第632号吉田僻精神障害者共同作業所が精神

障害者の一般就労に効果的な

機能を果たすために，改善し

なければならない諸問題

文学修士（心理学専攻のもの）

第633号北島洋樹主観的正面に及ぼす頭部及び

眼球の位置の影響

第634号島宗理日常行動の制御に及ぼすグル

ープ随伴性の効果：幼児，児

童，および成人を対象に

第635号水野瑞恵ラットにおける論理的対称性

の形成

文学修士（教育学専攻のもの）

第636号犬塚典子教育バウチャーに関する一考

察

第637号五十嵐典子小学生のソシオメトリーによ

る社会的地位と自己報告デー

タとの関連について

第638号川並芳純初任者研１２F制度についての一

考察

第639号小林亮感情移入能力の発達に関する

比較文化的視点からの考察

一実験倫理学への一試論一

第640号呉淑華子供の創造性教育のための基

礎的研究一知能・学力・Ｓ

ＥＳなどとの関連における創

造性の位置づけ~



第６４'号陳文媛道徳教育の再検討一日本と

台湾の実践を手がかりにし

て－

第642号藤原淳賀ｐ・ティリッヒの信仰理解と

その教育学的意義

第643号柳田雅明私立大学経営に関する一考察

－ある実業家である学校経営

者の工業単科大学における戦

略，実行とその成果について

の考察

第644号山元有一教育の現象学的記述の可能性

について

博士（昭和63年度）

教育学博士

甲第902号林文瑛

ＡＣＲＯＳＳ－ＣＵＬＴＵＲＡＬＥＸＡＭＩＮＡＴＩＯＮ

ＯＦＴＨＥＰＨＥＮＯＭＥＮＯＮＯＦＬＹＩＮＧ

ＡＮＤＩＴＳＲＥＬＡＴＩＯＮＳＨＩＰＴＯＭＯＲＡＬ

ＪＵＤＧＭＥＮＴ（｢嘘」現象及び嘘と道徳判断

との関係に関する比較文化的研究）

●

〔論文審査担当者〕

主査慶雌義塾大学文学部教授，社会学研究科委員

教育学博士並木博

副査慶應義塾大学新聞研究所教授，

社会学研究科委員，哲学博士

岩男寿美子

副査常磐大学人間科学部教授，

慶臆義塾大学名誉教授

斉藤幸一郎

副査お茶の水女子大学文教育学部助教授

内藤俊史

〔内容の要旨〕

この論文は新しい心理学的視点から，嘘の現象及び嘘

に関する道徳判断を比較文化的，及び発達的に検討した

ものである,，

個人面接及び質問紙法により，道徳性の発達と嘘をつ

くことにおける良心，及び状況要因の役割についての調

査を日本と台湾において行なった。それぞれの国で６才

から２１才までの児童，青年を被験者として，日本１０２９

名，台湾９４５名の横断的データが得られた。調査の方法

は，異なる判断情報を被験者に与え，判断を求める

PiagetとKohⅡ)ergの例話方式を著者の研究目的に合

わせて修正したものである。

調査Ｉ感，子供が嘘について判断あるいは評価する

際，嘘をつく「意図」と「結果」の情報とがどのように

関係しているかを明らかにしようとしたものであり，さ

らに得られた結果をPiagetの調査結果と比較，検討し

たものである。調査Ｉの被験者は，日本と台湾の６才の

幼稚園児と８才，１０才，１２才の小学生であった。結果に

よると幼児が「正直であれ｣，つまり「嘘をつくな」と

いう概念の理解に根本的な困難が見られた。つまり，

｢嘘をつくな」ということは，大人から禅される変動不

可の規範として認知されている,一方，８才と８才以上

の子供は，嘘について意図と結果の両要素をともに判断

の際考慮していた．より発達した道徳判断において，状

況的要因がより大切な役割を果していることを示したも

のと言える。

嘘の認知についての結果は，おおよそPiagetの調査

結果を支持した。幼児が畷を一義的に，また教条主義的

にとらえるが，より大きい子供は，それに比べるともっ

と経験的にとらえ，その理由づけに社会的適応の規則に

より多くのウエイトを置いた。

この調査によって，意図，結果の両要素に基づいた先

行研究の方法論的問題点いくつかが指摘された。特に例

話が用いられる場合，意図，結果のほかに行為（手段）

という変数に細心な注意を払う必要が示唆された。

調査１１は１３才の中学生から２０才以上の大学生，成人

までを対象に，異なる嘘の葛藤場面において判断を下す

際、特定の道徳知識と実際面での道徳上の選択の問題と

の関係を見ようとしたものである。考察によると，年齢

の増加につれて道徳的原則が社会規範的になる傾向が認

められた。「正直であれ｣，つまり「嘘をつくな」という

原ＩＵが義務論的道徳というより，個人の置かれた状況に

適用するかどうかの判断を必要とする考え方になってい

く傾向がみられた。

調査の結果から，人が仮説的道徳判断をする際と実際

に行為に移す実際的判断する際，異なる選択をし，異な

る理由づけを使うことが明らかになった。そして，身体

的成熟と社会的経験の増加につれて，相対的な道徳認知

が多く見られた。こうしたことから道徳判断の概念は多


